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オンライン授業に役立つ
東京大学のデジタル化資料の探し方

mailto:nakamura.satoru@mail.u-tokyo.ac.jp


中村　覚（なかむら　さとる）

● 2012.3：東京大学　工学部　システム創成学科　卒業

● 2017.3：東京大学大学院　新領域創成科学研究科　博士課程修了

● 2017.4 - 現在：東京大学情報基盤センター　助教

● 2019.4 - 現在：国立国会図書館　非常勤調査員

● 2020.7 - 現在：東京大学史料編纂所　助教

● 専門分野：情報学（Linked Data、データ共有）、人文情報学
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https://www.lib.u-tokyo.ac.jp/ja/libra
ry/contents/studyathome

https://www.lib.u-tokyo.ac.jp/ja/library/contents/studyathome
https://www.lib.u-tokyo.ac.jp/ja/library/contents/studyathome


東京大学デジタルアーカイブズ構築事業
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「東京大学ビジョン2020」

アクション１

③ 学術の多様性を支える基盤の強化

• 東京大学が保持する学術資産のアーカイブを構築し、その公開と活用を促進する

ことで、学術の多様性を支える基盤を強化する



東京大学デジタルアーカイブズ構築事業

2016.09 東京大学学術資産等アーカイブズ委員会 設置

•東京大学に学術資産等アーカイブズを構築し、及び活用することにより、

学術の多様性を支える基盤の強化を図る

東京大学学術資産等アーカイブズ委員会規則（平成 28年9月29日 役員会議決  東大規則第17号）

委員：(1) 附属図書館長

　　　(2) 総合研究博物館長

　　　(3) 文書館長

　　　(4) 情報基盤センター長

　　　(5) 総長が指定する部局の長から推薦された教授又は准教授 各１名

　　　(6) その他総長が必要と認めた者
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（参考）東京大学内の情報サービスマップ
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研究データ論文
（研究成果）

図書・目録 データベースアーカイブズ資料
（画像・音声・動
画）

・・・

学内情報
サービス

データ種別

「東京大学デジタルアーカイ
ブズ構築事業」の対象
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東京大学学術資産等アーカイブズポータル

各部局等でデジタル

公開されている資料

のメタデータを集積

し、学内のデジタル

アーカイブを資料単位

で横断的に検索する

ためのシステム

https://da.dl.itc.u-tok
yo.ac.jp/portal/
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https://da.dl.itc.u-tokyo.ac.jp/portal/
https://da.dl.itc.u-tokyo.ac.jp/portal/
https://da.dl.itc.u-tokyo.ac.jp/portal/search


ジャパンサーチ

● 2020年8月25日に開設さ

れた国立国会図書館が運

営する日本の分野横断型

文献検索サイト

● 2,000万件以上のメタデー

タ、114のデータベースと連

携

○ 2020年11月6日現在

10https://jpsearch.go.jp/

https://jpsearch.go.jp/


アーカイブズポータルへの登録
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ご静聴ありがとうございました。
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補足資料
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関連事例：NIIが構築する研究データ基盤
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研究データ基盤の準備状況と今後の計画  - 国立情報学研究所 , 平成29年度 SINET・学術情報基盤サービス説明会
https://www.nii.ac.jp/service/upload/9_setsumeikai2017_openscience_20171020.pdf

https://www.nii.ac.jp/service/upload/9_setsumeikai2017_openscience_20171020.pdf
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部局名
登録数

(2018年5月末現在)

総合図書館,情報基盤センター 15

法学政治学研究科・法学部 6

医学系研究科・医学部 7

工学系研究科・工学部 2

人文社会系研究科・文学部 5

理学系研究科・理学部 3

経済学研究科・経済学部 24

総合文化研究科・教養学部 16

教育学研究科・教育学部 8

数理科学研究科 4

情報学環・学際情報学府 5

東洋文化研究所 25

社会科学研究所 15

地震研究所 3

文書館 3

その他 45

合計 186

https://da.dl.itc.u-tokyo.ac.jp/dalink/

https://da.dl.itc.u-tokyo.ac.jp/dalink/
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Open
License

画像データの相互

利用の支援

コンテンツの二次

利用の促進

テキストデータの

共有と保存

OSSの利用と

APIの提供

Linked 
Open Data

国際的・標準的
な規格・技術の

採用

東京大学学術資産等
アーカイブズ
共用サーバ



学術資産のオープンデータ化
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公開した学術資産の例

● 附属図書館

● 法学部

● 文学部

● 農学部

● 教育学部

● 情報学環

● 文書館
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東京大学文書館
デジタル・アーカイブ
https://park.itc.u-tokyo.ac.jp/UT
Archives/uta/s/da/page/home

情報学環社会情報研究資料セン
ター『Digital Cultural Heritage』
http://dch.iii.u-tokyo.ac.jp/s/dch/p
age/home

教育学部『富士川文庫』
https://iiif.dl.itc.u-tokyo.ac.jp/re
po/s/fujikawa/page/home

総合図書館『田中芳男・博物学
コレクション』
https://iiif.dl.itc.u-tokyo.ac.jp/re
po/s/tanaka/page/home

相当

https://park.itc.u-tokyo.ac.jp/UTArchives/uta/s/da/page/home
https://park.itc.u-tokyo.ac.jp/UTArchives/uta/s/da/page/home
http://dch.iii.u-tokyo.ac.jp/s/dch/page/home
http://dch.iii.u-tokyo.ac.jp/s/dch/page/home
https://iiif.dl.itc.u-tokyo.ac.jp/repo/s/fujikawa/page/home
https://iiif.dl.itc.u-tokyo.ac.jp/repo/s/fujikawa/page/home
https://iiif.dl.itc.u-tokyo.ac.jp/repo/s/tanaka/page/home
https://iiif.dl.itc.u-tokyo.ac.jp/repo/s/tanaka/page/home
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カルチュラル・ジャパン
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世界中の機関が公開する日本文化に

関するデータを収集し、それらの発見可

能性を高める仕組み

中村覚. Cultural Japanの構築におけるジャパンサーチ利

活用スキーマの活用, デジタルアーカイブ学会誌 4(4) 348 - 
351 2020年10月. https://doi.org/10.24506/jsda.4.4_348

https://cultural.jp/

https://doi.org/10.24506/jsda.4.4_348
https://cultural.jp/
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IIIF（トリプルアイエフ）とは？

● International Image Interoperability Framework

● 画像などのWebコンテンツを共有するための国際的な枠組み

● 2010年頃から、スタンフォード大図書館、英国図書館、フランス国立図書館、オック

スフォード大ボドリアン図書館などの主導により開発が進められる。

● 現在、国内外600機関以上がIIIFを採用し、画像を公開している。

● おもな導入機関（国内）

○ 東京大学、京都大学、島根大学、九州大学、慶應義塾大学、国立国会図書館、国文学研究資料

館、国立歴史民族博物館、 etc...
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従来のデジタルアーカイブ：同じようなものが別々に作られ、そこでしか見られない状態

• それぞれ使い方を覚えないと…
• それぞれアクセスしないと…
• それぞれ検索しないと…
• それぞれの利用条件を確認しないと…
　（でも、よくわからない…）

IIIF対応デジタルアーカイブ：相互運用可能、共通インタフェース、充実した機能の提供

• 一つのビューワを通して、複数機関の画像を見ることができ
る。（IIIF対応ビューワの種類は複数あり。）

• ビューワが各デジタルアーカイブとやりとりしてくれるので、利
用者の学習コスト・探索の手間が大幅に低減。

• ライセンス表示も共通化されるので、利用条件が把握しやす
い。

• 高精細画像でもスムーズな表示が可能。

※提供側：「公開しても、なかなか
　見つけてもらえない」

※提供側のメリット：画像共有機能を
　持つことで、発見可能性が高まる。26



複数の機関から公開されている画像を1つのヴューアで
表示している例：『百鬼夜行図』
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フランス
国立図書館

東京大学
総合図書館

国立国会
図書館

国文学研究
資料館

http://da.dl.itc.u-tokyo.ac.jp/mirador/?manifest=https://iiif.dl.itc.u-tokyo.ac.jp/hyakki/manifests/hyakki.json;https://www.dl.ndl.go.jp/api/iiif/2540972/manifest.json;https://www.dl.ndl.go.jp/api/iiif/2541003/manifest.json;https://kotenseki.nijl.ac.jp/biblio/200016403/manifest

